
月   日（  ）  ―    ベストサポート評価基準 

ラインジャッチ 4 人     SC・AS 2 人      リトリバ― 6 人     点示 2 人 

０ 

□まるでやる気のない状態 

□終始だらだらしている 

□服装が揃っていない 

□集合時間（プロトコール 5 分前）に全員集合できていない 

０ 

□まるでやる気がない状態 

□終始だらだらしている 

□服装が揃っていない 

□集合時間（プロトコール 5 分前）に全員集合できていない 

０ 

□まるでやる気のない状態 

□終始だらだらしている 

□服装が揃っていない 

□集合時間（プロトコール 5 分前）に全員集合できていない 

０ 

□まるでやる気のない状態 

□終始だらだらしている 

□服装が揃っていない 

□集合時間（プロトコール 5 分前）に全員集合できていない 

１ 

□服装は揃っているが、短パン、ハーフパ

ンツ等である 

□担当補助役を間違えている 

 

１ 

□服装は揃っているが、短パン、ハーフ 

パンツ等である 

□担当補助役を間違えている １ 

□服装は揃っているが、短パン、ハーフ 

パンツ等である 

□担当補助役を間違えている １ 

□服装は揃っているが、短パン、ハーフ 

パンツ等である 

□担当補助役を間違えている 

２ 

□記録用紙にサインしてない 

□ジャッジに迷いがあり、自信がない様子

がある 

□一度出したシグナルを変えている。 

２ 

□記録用紙にサインしてない 

□試合進行の妨げとなるようなミス 

□得点の確認が明確にできない 

□エントリー選手未確認 

□サブスティチューション選手の確認ミス 

２ 

□試合進行の妨げとなるようなミス 

□ボールを取りにコートの中に入る 

□チェストパスをしていない ２ 

□試合進行の妨げとなるようなミス 

 

３ 

□タイム・セット間も適切に待機している 

□アンテナ等や外部の物体への接触など

のシグナルが間違っている ３ 

□タイム・セット間も適切に待機している 

□SC・AS ともに支障なくゲーム進行が 

なされている 

□ペンを持った状態でハンドシグナルを

行っている 

３ 

□タイム・セット間も適切に待機している 

□サーバーにボールを渡す事が遅れてい

る 

□ベンチ側を通すとき配慮を感じられない 

□ルーズボールの処理に積極的に動かない 

３ 

□タイム・セット間も適切に待機している 

□試合開始、次のセットが始まるまでに得

点版の準備ができている 

４ 

□自分の責務を理解している 

□ラインジャッジマニュアル通りにジャ

ッジできている 

□大きな動作で堂々とジャッジを行って

いる 

□アンテナ等や外部の物体への接触など

のシグナルが揃っている 

４ 

□自分の責務を理解している 

□明確なハンドシグナル（確認片手・処理

済み両手）を行っている 

□二重線で修正できている ４ 

□自分の責務を理解している 

□適切・効率的にボール回しが行われている 

□サーバーに配慮し、ワンバウンドで 

ボールを渡している 

□ボールを回す際に、合図を出したりして

連携が取れている 

４ 

□自分の責務を理解している 

□一試合を通して、だらしない態度をみせ

てない（イス使用可） 

５ 

□ラインジャッチ全体の動作に統一感がある 

□アンテナ外通過を確認できている 

５ 

□自ら副審との連携をとり、積極的にゲー

ム管理している（SC はサーブ権や交代またタ

イムアウト時の報告、AS は in out のハンドシグ

ナルしている） 

□SC・AS ともに最終的に記入ミスがない 

５ 

□片方の膝を立てた姿勢で構え、素早く 

ルーズボールに対応している（イス不使用） 

 ５ 

□得セットの花の貼り付け、セット数の変

更が毎セット確実に行われている 

   ※0 点：要改善・要指導レベル 1 点：要努力レベル ４点：東海学連標準レベル 5 点：目標レベル（インカレでしっかりやっていると認められるレベル） 

   評価は段階的にクリアしていることが前提であるが、技術・態度・服装・集合時間等、評価項目が複雑であるため、総合的に評価するものとする 

    評価の客観性を明確にするため、主に評価の基準とした項目をチェック 


